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「名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班」今夏も 1 か月間活動！ 

教育講演会『山岳気象』 5/18（金）開催のご案内 

 

 

蝶ヶ岳ヒュッテ前にて                   雲上セミナーの様子 

「名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班」では、約 100名の学生部員と約 60名の本学の医

療関係者や卒業生たちが活動しています。診療所は、北アルプスの蝶ヶ岳山頂付近にある「蝶ヶ岳

ヒュッテ」(山小屋)内にあり、現在、学生が医療スタッフの助言を受けながら開所準備を進めてい

ます。この活動は、今年度で 21年目となるボランティア医療活動という社会貢献の取り組みに対

して、平成 28年には北アルプス南部地区山岳遭難防止対策協会から感謝状をいただきました。ま

た、高地医学、遠隔地医療および環境保全に関する研究と教育の場となっています。 

今年度の活動に先駆け「教育講演会」を下記のとおり開催します。山岳気象をテーマとして、登

山に興味のある方、山の気象に興味のある方など、どなたもご参加いただけます。広く市民の皆さ

まにご案内させていただくと共に、取材をご検討いただけますようよろしくお願いいたします。 

記 

１ 日 時 平成 30年５月 18日（金） 17：00～19：00（受付 16：30～） 

２ 場 所 名古屋市立大学病院３階 大ホール 

３ 対象者 登山に興味のある方、山の気象に興味のある方など 

４ 内 容 「山岳気象」 

 山岳気象を理解することにより、登山者のリスクを軽減することが可能です。「世

界の果てまでイッテ Q」の登山隊などをサポートしている猪熊氏が解説します。 

（株式会社ヤマテン代表取締役 山岳気象予報士 猪熊隆之氏） 

５ 参加費 無料（事前申し込み不要。直接会場にお越しください。） 

６ ＵＲＬ http://chogatake.umin.jp/  

学生の手で山岳診療を 

ささえる！ 



   

山岳気象講演会 

 



   

 

《今年度の蝶ケ岳ボランティア診療班の活動》 

１ 山岳気象講演会（5月18日（金）午後5時、名古屋市立大学病院3階大ホール） 

天気予報士であり登山家でもある猪熊隆之氏（株式会社ヤマテン代表取締役）に毎年来学

いただいており今年も山岳気象に関する講演会を行います。 

２ 日本登山医学会（6月2日（土）～3日（日）、日本女子体育大学、東京都） 

次の演題で研究成果を発表します。 

「蝶ヶ岳での登山中の水分摂取量（ml/kg/h）と急性高山病発症との関連」 

酒々井眞澄1）, 2）、佐々木貴久1）、松本晴年1）, 3)、坪井 謙1）, 2）、薊 隆文1）, 4） 

1）名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班、2）名古屋市立大学大学院医学研究科、

3）名古屋市立大学医学部附属病院薬剤部、4）名古屋市立大学看護学部 

３ 壮行会（6月16日（土）午後3時、桜山キャンパス本部棟4Fホール） 

診療活動の決起会として壮行会を行います。当日の壮行会前に行われる講演会では4月より

至学館大学に着任された三浦裕教授にご講演していただきます。 

４ 診療所の開所期間（7月16日（月）～8月19日（日）） 

学生が交代で蝶ヶ岳ヒュッテに宿泊して医師の診療活動をサポートします。例えば、問診

や診察の補助、薬剤やガーゼなどの管理と補充を行います。学生は診療所内に24時間待機

し早朝や夜間でも患者さんを受け入れる体制を整えています。診療所の周知や体調不良者

の早期発見を目的として登山者に対して声かけ活動も行っています。 

 

～雲上セミナー～ 

学生や医療スタッフが講師となりヒュッテ内でのセミナーを、開所期間中ほぼ毎日

食堂で午後7時から1時間、「高山病の予防対策」「外傷の対処法」「星の見方」など

の話題で安全登山の啓発に努め、登山者との交流を図っています。また、その後に血

圧や血液中の酸素飽和度測定を行います。 

毎年40講座以上行っている雲上セミナーの様子を、2018年から「知の市場」のウエ

ブサイト（http://chinoichiba.org/index.html）で紹介し全国に周知しています。ま

た、雲上セミナーの実施予定や内容については診療班のホームページで7月中旬頃から

公開予定です。 

 

５ 勉強会（通年） 

私たちは診療所で必須な技能と知識をつけることを目的とした勉強会を毎週行っていま

す。勉強会のテーマは「患者さんの話を聞く医療面接」「体温、血圧、脈拍の測定方法」

のような手技的なものから、「高山病の症状と予防法」「薬の使い方」などの専門知識に

関する内容まで幅広く設定されています。これは学生により企画運営され皆熱心に取り組

んでいます。 

 



   

壮行会講演会 

 



   

スタッフ募集ポスター 

 
 

 



   

登山医学会抄録 

 

蝶ヶ岳での登山中の水分摂取量（ml/kg/h）と急性高山病発症との関連 

 

○酒々井眞澄 1）, 2）、佐々木貴久 1）、松本晴年 1）, 3)、坪井 謙 1）, 2）、薊 隆文 1）, 4） 

1）名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療班、2）名古屋市立大学大学院医学研究科、3）名古屋市

立大学医学部附属病院薬剤部、4）名古屋市立大学看護学部 

 

【背景と目的】 

我々は名古屋市立大学蝶ヶ岳ボランティア診療所を受診した登山者のうち 1,064 名を対象に登山中

の水分摂取量と急性高山病（AMS）発症との関連を解析した結果、水分摂取量が 1,100 mL より多い

と AMS 発症率が有意に少ないことを明らかにした（登山医学, 37: 144-149, 2017）。本研究では、水

分摂取量の算出について縦走・非縦走の影響、各人の体重および登山時間での標準化、症例数を増

やすことにより統計学的により詳細な解析をめざした。具体的には、カイ 2 乗検定により AMS 発症

と水分摂取量との関連を解析した。 

【対象と方法】 

2008～2017 年に当該診療所を受診した登山者 1,515 名を対象とした。診療録より、AMS と非 AMS

の患者数、縦走・非縦走登山者数、登山時間・体重および各患者の水分摂取量などの情報を抽出し

た。解析に必要な情報がそろった患者のデータを用いて解析した。ROC 曲線にて AMS 発症に関わ

る水分摂取量の cut-off 値を算出し、この値を基にカイ 2 乗検定を行うことで AMS 発症と水分摂取

量との関連を解析した。 

【結果と考察】 

縦走登山者（n=292）での ROC 曲線から水分摂取量（mL/kg/h）の cut-off 値は、1.86 であることが分

かった。水分摂取量 1.86 以上での AMS 患者数は 52 名、非 AMS 患者数は 149 名、水分摂取量 1.86

未満での AMS 患者数は 39 名、非 AMS 患者数は 52 名であった。カイ 2 乗検定の結果、水分摂取量

が 1.86 より多いと AMS 発症が有意に少ないことが分かった（P=0.00432）。非縦走登山者（n=533）

での ROC 曲線から水分摂取量（mL/kg/h）の cut-off 値は、2.76 であることが分かった。水分摂取量

2.76 以上での AMS 患者数は 87 名、非 AMS 患者数は 173 名、水分摂取量 2.76 未満での AMS 患者

数は 119 名、非 AMS 患者数は 154 名であった。カイ 2 乗検定の結果、水分摂取量が 2.76 より多い

と AMS 発症が有意に少ないことが分かった（P=0.0206）。 

これらの結果から、本研究の対象データでは AMS の発症には体重・登山時間で標準化した水分摂取

量が関連している可能性がある。今回の解析では解析に必要な情報がそろった患者のデータが限ら

れていることから今後は体重・登山時間の正確な把握に努め、症例数を蓄積することで頭痛と水分

摂取量との関連をより正確に調べたい。 


